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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は、ニコチン入りの電子タバコが販売禁止で、一方加熱式タバコが成人に流行し

ているという世界でも稀有な環境にある日本で、全国の中高生を対象とした大規模調査に

より、中高生の新型タバコの使用実態を初めて明らかにしたものである。欧米諸国と比較

し、電子タバコ、加熱式タバコの使用割合は低いが、中高生に既に使用者が存在すること

を示した。多重ロジスティック回帰分析を実施し、新型タバコの使用者の関連要因が紙巻

きタバコ使用者のそれと異なることが明らかになり、新型タバコが従来の紙巻タバコ使用

者と異なる層をタバコ使用者に招き入れている可能性を示唆した。本論文の内容は、わが

国において新型タバコを含めた継続的モニタリングの必要性と若者のタバコ対策に新型タ

バコも考慮に入れる重要性を示したものであり、明らかに学術水準を高めたものと認める。 


